
 1  

令和３年度市町当初予算（普通会計）の概要 

 
 
 

１ 当初予算の概要  
 
○ 令和３年度の県内市町の当初における予算総額は 1兆4,290億円となっている。 

骨格予算である北広島町を除いた通常予算を編成した 22 市町の予算総額は 1 兆 4,151 億円
であり，前年度と比較して 5 億円（0.0％）の減となっている。 
 

○ 歳入予算は，地方税が減少している一方で臨時財政対策債が増加している。また，歳出予算
は，災害復旧事業費が減少している一方で普通建設事業費が増加している。  

 

表 1 令和３年度市町当初予算総括表           

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 安芸高田市の令和２年度当初予算は骨格予算のため，補正後の予算で増減比較を行っている。 

 

２ 歳入の状況  
 
（１）地方税は 4,607 億円であり，190 億円（4.0％）減少している。新型コロナウイルス  

感染症の影響であるが，特に法人住民税が 74 億円（22.1％）減少している。 
 

（２）地方特例交付金は 104 億円であり，新型コロナウイルス感染症対策の地方税減収補塡特
別交付金72億円の皆増等により 74 億円（243.5％）増加している。 

 
（３）地方交付税は 1,931 億円であり，101 億円（5.0％）減少しているが，臨時財政対策債

を含む実質的な地方交付税は，212 億円（8.3％）増加している。 
 

（４） 県税交付金は 794 億円であり，法人事業税交付金が 10億円（26.1％）増加の一方で，地方
消費税交付金の 28億円（4.2％）減少等により 11 億円（1.4％）減少している。 

 
（５） 国・県支出金は 3,501 億円であり，過年分の災害復旧事業等の減少により 55 億円

（1.5％）減少している。 
 

（６）地方債は 1,893 億円であり，災害復旧事業債が減少している一方で，臨時財政対策債
が増加しており全体で 282 億円（17.5％）増加している。 

 

表 2 令和３年度市町当初歳入予算  
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３ 歳出の状況 
 
（１）義務的経費は 7,731 億円であり，57億円（0.7％）増加している。 

ア 人件費は，職員手当等の減により，18億円（0.7％）減少している。 

イ 扶助費は，障害福祉サービス事業費や認定こども園給付費の増等により，43億円

（1.3％）増加している。 

ウ 公債費は，元金償還金の増により 32 億円（2.0％）増加している。 

 

（２）投資的経費は 1,847 億円であり，防災関連事業や庁舎等の公共施設の整備事業により普通

建設事業費は 96億円（6.1%）増加しているが，災害復旧事業費が 262 億円（62.2％)減少

していることから 166 億円（8.3％）減少している。 
 
 

表3 令和３年度市町当初歳出予算                        

 

参考 表 4 令和３年度の主な普通建設事業        
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